
ご使用前には、必ず中面に記入の
説明もすべてお読みいただき、お
読みになった後は大切に保存し、
必要な時にお読みください。

この台紙は二つ折りに
なっています。

①錠本体の底面にあるダイヤルを暗証番号に合わせます。
　※暗証番号はあらかじめ番号札の番号に設定されております。

②シャックルを下へ強く押します。

③シャックルが持ち上がり開錠します。

シャックルを差し込み、押しながら錠本体の底面にあるダイヤルの番号を
変更してください。

①錠本体を開錠状態にします。
 （左記 開錠方法を参照。）

②錠本体の側面にある鍵穴に暗証番号
　設定キーを強く押し込みながら、右
　へ90度回します。

③ダイヤルをお好きな番号に変更し、暗
　証番号設定キーを左へ90度回して元
　の位置に戻して抜きとれば完了です。

開錠方法

使用上のご注意
●開錠後、保管するときはダイヤル回転させた状態（暗証番号以外の番号にする）
　で保管してください。暗証番号のまま保管していると第三者に分かり不正開錠
　の原因となったり、暗証番号を変更され開錠できなくなる恐れがあります。
　内部機構は単純な設計になっておりますので、ご使用中に番号が勝手に変わっ
　てしまうことはありません。万一、番号が分からなくなって開錠できなくなっ
　た場合は0000から9999まで順に回して開錠番号を探すしか方法がござい
　ませんのでご注意ください。尚、番号不明による返品はご容赦ください。
●暗証番号設定キーは、暗証番号を変更する際に必ず必要です。無くさな
　いように保管してください。
●暗証番号設定キーでは、開錠することはできません。

暗証番号の変更方法

※暗証番号を設定中は錠をしっかり保持して、番号を設定して
　ください。設定途中で暗証番号設定キーが抜けたりすると、
　思わぬ番号に設定されることがありますのでご注意ください。

※変更した暗証番号は、必ずメモなどに記入して大切に保管し
　てください。

① ① ②②

③

施錠方法

品 質 表 示
ロック本体：真鍮製
シャックル部：ステンレス製
ダイヤル部：真鍮製

暗証番号は、あらかじめ番号札の番号に
設定しています。番号札は、ロック本体
の下に付いています。暗証番号の設定方
法は、この台紙の中面に記載しています。

■錠を分解、改造等しないでください。
■施錠以外の目的に使用しないでくだ
　さい。
■落下させると故障の原因となります
　のでご注意ください。
■長期間、屋外で使用する場合は定期
　的にシリコンスプレーを塗布してく
　ださい。
■防水設計品ではありません。
■商品改良のため、予告なく仕様を変
　更する場合があります。

ご注意
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※任意の数字をご記入ください。

③ 錠本体の底面

ダブルロック

・内部に鉄系部品を使用していません
サビに強く、長期間の使用が可能です。

・底面に番号錠
錠本体の底面にダイヤルを取り付けることで、ダイヤル
部分を雨やホコリなどから守ります。

キーを押し込み 右へ
90度回転

屋外用番号可変錠屋外用番号可変錠

底面に
ダイヤル

チェーン付き・ツル長タイプもあります。

暗証番号設定キー

開錠状態
にする。

No.5150

番号違い
10,000通り

お好きな番号
に設定OK！

サビに強い！

キーが無いと番号
変更でき

ません。不正の
番号変換

（イタズラ）を防
止します。

暗証番号設定
用

キー付き！
暗証番号設定

用
キー付き！

番号違い
10,000通り

お好きな番号
に設定OK！

サビに強い！

　　

No.5150C No.5150LC

暗証番号は、あらかじめ
番号札の番号に設定され
ております。

※シャックルが持ち上がりにくい場合は、下へ強く押したあと、手で引っ
　張り上げてください
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